











































































































アに住 む母系 のカグル人の ウェ レクワ
(welekwa)という範噂の名前と比較する｡ウェ
レクワ名も個人の複数の名前の一つで､父の母
系氏族から貰う男女一対の名前である｡T,0バ
イデルマンによれば､カグル人の複数の名前は
外側に公式的で中立な名前が､そして一番内側
に最も私的で内密な関係を示すウェレクワ名が
位置する､同心円構造をなしている [前掲書]｡
単系出自社会の個人は､第一義的で法的な出
自集団ではない第二義的な出自集団とは､情愛
や儀礼の脈絡で意味がある ｢補足的親子関係｣
をもつ ｡父系のソガと母系のカグルの事情はち
ょうどポジとネガの関係になるが､個人名 (姓)
となるのはいずれも私的で内密な関係にある方
の氏族 (出自集団)由来の名前なのだ [前掲
書]｡
そこで中林は､次のように述べている｡アフ
リカでは自己の一義的で法的な氏族の公的なア
イデンティティは､或るカグル人自身が語った
ように､名前で確認するまでもなく自明なのだ
ろう｡だから､名前は民族名に比べて本来 ｢私
的｣なのだ｡補足的親子関係でのみ､第二義的
な民族名が ｢私的｣な名前になる事実はそれを
証明する｡中国や朝鮮の姓が (自己の第一義的
な)民族名だという常識に反して､｢アフリカ
の氏族と阻名継承のあり方は姓や家族名になじ
みにくいもののようである｣[前掲書]｡
ただし､同じ父系の祖 〔霊〕名継承でも､氏
族が名前を保有 ･管理する集合主義的なガンダ
型と､個別の系における継承を焦点とする線条
的なキブシギス (カレンジン)型では､大きな
違いがある｡そして､中林のいう通り､その背
景には氏族の団体性､婚姻規制､家族形態､祖
霊観などの差異を見る事ができる｡
一言この点に言及すれば､キブシギスの氏族
の特徴は､一つの土地に集住せずに成員が方々
に散らばって住む事である｡しかも､一人の男
性の複数の妻たちの家は､世界の他のどの民族
よりも互いに遠く離れ､｢家財産制｣によってるる
法的 ･経済的な自立性が高い｡これまで績々述
べてきた霊魂再来の観念と共に､これらが個別
の直近の系での祖霊名継承が優先される大きな
要因となっているのである｡
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